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(57)【要約】

【課題】雑音指数の大きな劣化を招くことなく、所望の

通過特性を得ることができる広帯域受信回路を得ること

を目的とする。

【解決手段】アンテナ１の受信信号に含まれている所望

波の周波数ｆｃを包含する通過帯域以外の帯域に阻止帯

域が設定されて、その阻止帯域における妨害波を減衰さ

せる可変帯域阻止フィルタ２が低雑音増幅器３の前段に

接続され、所望波の周波数ｆｃが通過帯域の中心周波数

に設定されて、低雑音増幅器３により増幅された受信信

号に含まれている所望波を通過させるとともに、通過帯

域以外の妨害波を減衰させる可変帯域通過フィルタ４が

低雑音増幅器３の後段に接続されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 ア ン テ ナ の 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 所 望 波 の 周 波 数 を 包 含 す る 通 過 帯 域 以 外 の 帯 域 に 阻

止 帯 域 が 設 定 さ れ て お り 、 上 記 阻 止 帯 域 に お け る 妨 害 波 を 減 衰 さ せ る 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル

タ と 、

　 上 記 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ に よ り 妨 害 波 が 減 衰 さ れ た 受 信 信 号 を 増 幅 す る 低 雑 音 増 幅 器

と 、

　 上 記 所 望 波 の 周 波 数 が 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 に 設 定 さ れ て お り 、 上 記 低 雑 音 増 幅 器 に よ

り 増 幅 さ れ た 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 所 望 波 を 通 過 さ せ て 、 上 記 通 過 帯 域 以 外 の 妨 害 波 を

減 衰 さ せ る 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ と

　 を 備 え た 広 帯 域 受 信 回 路 。

【 請 求 項 ２ 】

　 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ の 阻 止 帯 域 と 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ に お け る 通 過 帯 域 の 中 心 周

波 数 と が 連 続 的 に 同 調 し て 可 変 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 広 帯 域 受 信 回 路 。

【 請 求 項 ３ 】

　 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ 及 び 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ は 、 イ ン ダ ク タ と 容 量 の 直 列 回 路 、 ま

た は 、 イ ン ダ ク タ と 容 量 の 並 列 回 路 で 構 成 さ れ て お り 、 上 記 イ ン ダ ク タ と 上 記 容 量 の う ち

、 少 な く と も 一 方 が 可 変 素 子 で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２

記 載 の 広 帯 域 受 信 回 路 。

【 請 求 項 ４ 】

　 ア ン テ ナ の 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 所 望 波 の 周 波 数 よ り 低 い 周 波 数 が カ ッ ト オ フ 周 波 数

に 設 定 さ れ て お り 、 上 記 カ ッ ト オ フ 周 波 数 よ り 低 い 周 波 数 の 妨 害 波 を 減 衰 さ せ る 可 変 高 域

通 過 フ ィ ル タ と 、

　 上 記 所 望 波 の 周 波 数 よ り 高 い 周 波 数 が カ ッ ト オ フ 周 波 数 に 設 定 さ れ て お り 、 上 記 カ ッ ト

オ フ 周 波 数 よ り 高 い 周 波 数 の 妨 害 波 を 減 衰 さ せ る 可 変 低 域 通 過 フ ィ ル タ と 、

　 上 記 可 変 高 域 通 過 フ ィ ル タ 及 び 上 記 可 変 低 域 通 過 フ ィ ル タ に よ り 妨 害 波 が 減 衰 さ れ た 受

信 信 号 を 増 幅 す る 低 雑 音 増 幅 器 と 、

　 上 記 所 望 波 の 周 波 数 が 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 に 設 定 さ れ て お り 、 上 記 低 雑 音 増 幅 器 に よ

り 増 幅 さ れ た 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 所 望 波 を 通 過 さ せ て 、 上 記 通 過 帯 域 以 外 の 妨 害 波 を

減 衰 さ せ る 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ と

　 を 備 え た 広 帯 域 受 信 回 路 。

【 請 求 項 ５ 】

　 可 変 高 域 通 過 フ ィ ル タ 及 び 可 変 低 域 通 過 フ ィ ル タ の カ ッ ト オ フ 周 波 数 と 、 可 変 帯 域 通 過

フ ィ ル タ に お け る 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 と が 連 続 的 に 同 調 し て 可 変 さ れ る こ と を 特 徴 と す

る 請 求 項 ４ 記 載 の 広 帯 域 受 信 回 路 。

【 請 求 項 ６ 】

　 可 変 高 域 通 過 フ ィ ル タ 及 び 可 変 低 域 通 過 フ ィ ル タ は 、 イ ン ダ ク タ と 容 量 か ら な る は し ご

形 回 路 で 構 成 さ れ 、

　 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ は 、 イ ン ダ ク タ と 容 量 の 直 列 回 路 、 ま た は 、 イ ン ダ ク タ と 容 量 の

並 列 回 路 で 構 成 さ れ て お り 、

　 上 記 可 変 高 域 通 過 フ ィ ル タ 、 上 記 可 変 低 域 通 過 フ ィ ル タ 及 び 上 記 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ

に お い て 、 構 成 し て い る イ ン ダ ク タ と 容 量 の う ち 、 少 な く と も 一 方 が 可 変 素 子 で 構 成 さ れ

て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ま た は 請 求 項 ５ 記 載 の 広 帯 域 受 信 回 路 。

【 請 求 項 ７ 】

　 ア ン テ ナ の 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 所 望 波 の 周 波 数 が 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 に 設 定 さ れ

て お り 、 上 記 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 所 望 波 を 通 過 さ せ て 、 上 記 通 過 帯 域 以 外 の 妨 害 波 を

減 衰 さ せ る 第 １ の 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ と 、

　 上 記 第 １ の 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ に よ り 妨 害 波 が 減 衰 さ れ た 受 信 信 号 を 増 幅 す る 低 雑 音

増 幅 器 と 、

　 上 記 所 望 波 の 周 波 数 が 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 に 設 定 さ れ て お り 、 上 記 低 雑 音 増 幅 器 に よ
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り 増 幅 さ れ た 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 所 望 波 を 通 過 さ せ て 、 上 記 通 過 帯 域 以 外 の 妨 害 波 を

減 衰 さ せ る 第 ２ の 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ と

　 を 備 え た 広 帯 域 受 信 回 路 。

【 請 求 項 ８ 】

　 第 １ 及 び 第 ２ の 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ に お け る 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 が 連 続 的 に 同 調 し

て 可 変 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 広 帯 域 受 信 回 路 。

【 請 求 項 ９ 】

　 第 １ 及 び 第 ２ の 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ は 、 イ ン ダ ク タ と 容 量 の 直 列 回 路 、 ま た は 、 イ ン

ダ ク タ と 容 量 の 並 列 回 路 で 構 成 さ れ て お り 、 上 記 イ ン ダ ク タ と 上 記 容 量 の う ち 、 少 な く と

も 一 方 が 可 変 素 子 で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ ま た は 請 求 項 ８ 記 載 の 広 帯

域 受 信 回 路 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 第 ２ の 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ に お け る 通 過 帯 域 で の 挿 入 損 失 が 、 第 １ の 可 変 帯 域 通 過 フ

ィ ル タ に お け る 通 過 帯 域 で の 挿 入 損 失 と 比 べ て 大 き く な る よ う に 設 定 さ れ て い る こ と を 特

徴 と す る 請 求 項 ７ か ら 請 求 項 ９ の う ち の い ず れ か １ 項 記 載 の 広 帯 域 受 信 回 路 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 こ の 発 明 は 、 任 意 の 周 波 数 の 所 望 波 を 低 損 失 に 通 過 さ せ る 一 方 、 所 望 波 の 周 波 数 を 包 含

す る 通 過 帯 域 以 外 の 妨 害 波 を 抑 圧 す る フ ィ ル タ を 備 え て い る 広 帯 域 受 信 回 路 に 関 す る も の

で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 受 信 回 路 は 、 ア ン テ ナ の 受 信 信 号 を 増 幅 す る 低 雑 音 増 幅 器 の 他 に 、 所 望 波 と 妨 害 波 の 混

信 を 避 け る た め に 、 所 望 波 を 通 過 さ せ て 、 所 望 波 の 周 波 数 を 包 含 す る 通 過 帯 域 以 外 の 妨 害

波 を 減 衰 さ せ る フ ィ ル タ を 実 装 す る 必 要 が あ る 。

　 ま た 、 複 数 の 周 波 数 を 扱 う 受 信 回 路 で は 、 そ れ ぞ れ の 周 波 数 に 対 応 し て い る フ ィ ル タ が

必 要 に な る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の よ う な 受 信 回 路 で は 、 特 定 の 周 波 数 を 広 帯 域 に 亘 っ て 任 意 に 選 択 す る こ と が 可 能 な

可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ を 用 い れ ば 、 小 型 に 構 成 で き る 利 点 が 得 ら れ る 。

　 特 に 、 受 信 周 波 数 を 連 続 的 に 選 択 す る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 フ ィ ル タ の 共 振 器 の 一 部 に

可 変 素 子 を 使 用 し 、 そ の 可 変 素 子 に 印 加 す る 直 流 電 圧 を 制 御 す る こ と で 、 所 望 の 周 波 数 を

選 択 す る こ と が で き る 。

　 例 え ば 、 以 下 の 特 許 文 献 １ に は 、 低 雑 音 増 幅 器 の 後 段 に 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ を 実 装 し

て 、 受 信 ス プ リ ア ス を 改 善 さ せ て い る 受 信 回 路 が 開 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 な お 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 受 信 回 路 で は 、 低 雑 音 増 幅 器 が 、 ア ン テ ナ の 受 信 信

号 に 含 ま れ て い る 所 望 波 だ け で は な く 、 周 波 数 が 所 望 波 の 周 波 数 と 近 い 妨 害 波 も 増 幅 し て

い る 。

　 ま た 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ は 、 一 般 的 に 、 固 定 の 帯 域 通 過 フ ィ ル タ と 比 較 し て 、 通 過

帯 域 の 挿 入 損 失 が 大 き く 、 耐 電 力 が 低 い 特 性 を 有 し て い る 。

　 し た が っ て 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ を 低 雑 音 増 幅 器 の 後 段 に 接 続 す る と 、 低 雑 音 増 幅 器

に よ り 増 幅 さ れ た 大 電 力 の 妨 害 波 に よ っ て 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ に 歪 み が 生 じ て 、 所 望

の 通 過 特 性 が 得 ら れ な く な る こ と が あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ９ ８ ３ ９ ８ 号 公 報 （ 図 １ ）

【 発 明 の 概 要 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 従 来 の 広 帯 域 受 信 回 路 は 以 上 の よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 低 雑 音 増 幅 器 に よ り 増 幅 さ

れ た 大 電 力 の 妨 害 波 に よ っ て 、 低 雑 音 増 幅 器 の 後 段 に 接 続 さ れ て い る 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル

タ に 歪 み が 生 じ て 、 所 望 の 通 過 特 性 が 得 ら れ な く な る こ と が あ る 。

　 そ こ で 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ を 低 雑 音 増 幅 器 の 前 段 に 接 続 す れ ば 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ

ル タ に 生 じ る 歪 み を 防 止 す る こ と が で き る が 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ の 挿 入 損 失 が 大 き く

な る た め 、 雑 音 指 数 が 大 き く 劣 化 し て し ま う 課 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 こ の 発 明 は 上 記 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 雑 音 指 数 の 大 き な 劣 化

を 招 く こ と な く 、 所 望 の 通 過 特 性 を 得 る こ と が で き る 広 帯 域 受 信 回 路 を 得 る こ と を 目 的 と

す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ の 発 明 に 係 る 広 帯 域 受 信 回 路 は 、 ア ン テ ナ の 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 所 望 波 の 周 波 数

を 包 含 す る 通 過 帯 域 以 外 の 帯 域 に 阻 止 帯 域 が 設 定 さ れ て 、 そ の 阻 止 帯 域 に お け る 妨 害 波 を

減 衰 さ せ る 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ が 低 雑 音 増 幅 器 の 前 段 に 接 続 さ れ 、 所 望 波 の 周 波 数 が 通

過 帯 域 の 中 心 周 波 数 に 設 定 さ れ て 、 低 雑 音 増 幅 器 に よ り 増 幅 さ れ た 受 信 信 号 に 含 ま れ て い

る 所 望 波 を 通 過 さ せ る と と も に 、 通 過 帯 域 以 外 の 妨 害 波 を 減 衰 さ せ る 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル

タ が 低 雑 音 増 幅 器 の 後 段 に 接 続 さ れ て い る よ う に し た も の で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 ア ン テ ナ の 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 所 望 波 の 周 波 数 を 包 含 す る 通 過

帯 域 以 外 の 帯 域 に 阻 止 帯 域 が 設 定 さ れ て 、 そ の 阻 止 帯 域 に お け る 妨 害 波 を 減 衰 さ せ る 可 変

帯 域 阻 止 フ ィ ル タ が 低 雑 音 増 幅 器 の 前 段 に 接 続 さ れ 、 所 望 波 の 周 波 数 が 通 過 帯 域 の 中 心 周

波 数 に 設 定 さ れ て 、 低 雑 音 増 幅 器 に よ り 増 幅 さ れ た 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 所 望 波 を 通 過

さ せ る と と も に 、 通 過 帯 域 以 外 の 妨 害 波 を 減 衰 さ せ る 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ が 低 雑 音 増 幅

器 の 後 段 に 接 続 さ れ て い る よ う に 構 成 し た の で 、 雑 音 指 数 の 大 き な 劣 化 を 招 く こ と な く 、

所 望 の 通 過 特 性 を 得 る こ と が で き る 効 果 が あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ０ 】

【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に よ る 広 帯 域 受 信 回 路 を 示 す 構 成 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に よ る 広 帯 域 受 信 回 路 の フ ィ ル タ 部 分 を 示 す 等 価 回 路 図

で あ る 。

【 図 ３ 】 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ 及 び 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ の 通 過 特 性 を 示 す 説 明 図 で

あ る 。

【 図 ４ 】 所 望 波 の 周 波 数 が ｆ ｃ １ と ｆ ｃ ２ で あ る 場 合 の 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ 及 び 可 変

帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ の 通 過 特 性 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ の 入 力 周 波 数 と 耐 電 力 の 関 係 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に よ る 広 帯 域 受 信 回 路 の フ ィ ル タ 部 分 を 示 す 等 価 回 路 図

で あ る 。

【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に よ る 広 帯 域 受 信 回 路 の フ ィ ル タ 部 分 を 示 す 等 価 回 路 図

で あ る 。

【 図 ８ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に よ る 広 帯 域 受 信 回 路 の フ ィ ル タ 部 分 を 示 す 等 価 回 路 図

で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

実 施 の 形 態 １ ．

　 図 １ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に よ る 広 帯 域 受 信 回 路 （ 受 信 機 の フ ロ ン ト エ ン ド 部 ） を

示 す 構 成 図 で あ る 。
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　 図 １ に お い て 、 ア ン テ ナ １ は 図 示 せ ぬ 送 信 機 等 か ら 送 信 さ れ る 信 号 を 受 信 す る 。

　 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ は ア ン テ ナ １ の 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ を

包 含 す る 通 過 帯 域 以 外 の 帯 域 に 阻 止 帯 域 が 設 定 さ れ て お り 、 そ の 阻 止 帯 域 に お け る 妨 害 波

を 減 衰 さ せ る フ ィ ル タ で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 低 雑 音 増 幅 器 ３ は 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ と 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ の 間 に 接 続 さ れ て

お り 、 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ に よ り 妨 害 波 が 減 衰 さ れ た 受 信 信 号 を 増 幅 し て 、 増 幅 後 の

受 信 信 号 を 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ に 出 力 す る 。

　 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ は 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ が 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 に 設 定 さ れ て お

り 、 低 雑 音 増 幅 器 ３ に よ り 増 幅 さ れ た 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 所 望 波 を 通 過 さ せ て 、 通 過

帯 域 以 外 の 妨 害 波 を 減 衰 さ せ る フ ィ ル タ で あ る 。

　 な お 、 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ に お け る 阻 止 帯 域 と 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ に お け る

通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 と は 、 図 示 せ ぬ 制 御 回 路 に よ っ て 、 連 続 的 に 同 調 し て 可 変 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 図 ２ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に よ る 広 帯 域 受 信 回 路 の フ ィ ル タ 部 分 を 示 す 等 価 回 路 図

で あ り 、 図 ２ に お い て 、 図 １ と 同 一 符 号 は 同 一 ま た は 相 当 部 分 を 示 す の で 説 明 を 省 略 す る

。

　 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ は ア ン テ ナ １ の ア ン テ ナ 端 子 １ ａ に 接 続 さ れ て お り 、 イ ン ダ ク

タ １ １ ａ 及 び 可 変 容 量 素 子 １ ２ ａ の 直 列 回 路 と 、 イ ン ダ ク タ １ １ ｂ 及 び 可 変 容 量 素 子 １ ２

ｂ の 直 列 回 路 と か ら 構 成 さ れ て い る 。

　 ま た 、 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ は 抵 抗 １ ３ を 介 し て 制 御 端 子 １ ４ と 接 続 さ れ て お り 、 図

示 せ ぬ 制 御 回 路 に よ っ て 、 制 御 端 子 １ ４ に 印 加 さ れ る 直 流 電 圧 が 制 御 さ れ る こ と で 、 可 変

容 量 素 子 １ ２ ａ の 容 量 値 が 調 整 さ れ て 、 阻 止 帯 域 （ 減 衰 極 ） が 可 変 さ れ る （ 阻 止 帯 域 は 離

散 的 な 可 変 で は な く 、 連 続 的 に 可 変 さ れ る ） 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ は 低 雑 音 増 幅 器 ３ と 受 信 系 出 力 端 子 １ ｂ の 間 に 接 続 さ れ て お り

、 イ ン ダ ク タ ２ １ 及 び 可 変 容 量 素 子 ２ ２ の 直 列 回 路 か ら 構 成 さ れ て い る 。

　 ま た 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ は 抵 抗 ２ ３ を 介 し て 制 御 端 子 ２ ４ と 接 続 さ れ て お り 、 図

示 せ ぬ 制 御 回 路 に よ っ て 、 制 御 端 子 ２ ４ に 印 加 さ れ る 直 流 電 圧 が 制 御 さ れ る こ と で 、 可 変

容 量 素 子 ２ ２ の 容 量 値 が 調 整 さ れ て 、 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 が 可 変 さ れ る （ 通 過 帯 域 の 中

心 周 波 数 は 離 散 的 な 可 変 で は な く 、 連 続 的 に 可 変 さ れ る ） 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 次 に 動 作 に つ い て 説 明 す る 。

　 図 ３ は 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ 及 び 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ の 通 過 特 性 を 示 す 説 明 図 で

あ る 。

　 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ア ン テ ナ １ の 受 信 信 号 に 含 ま れ

て い る 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ を 包 含 す る 通 過 帯 域 以 外 の 帯 域 に 阻 止 帯 域 が 設 定 さ れ て い る 。

　 こ れ に よ り 、 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ は 、 ア ン テ ナ １ の 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 所 望 波

を 通 過 さ せ て 、 阻 止 帯 域 に お け る 妨 害 波 を 減 衰 さ せ て お り 、 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ で は 挿 入

損 失 が 小 さ く な る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 低 雑 音 増 幅 器 ３ は 、 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ を 通 過 し て き た 受 信 信 号 を 入 力 す る と 、 そ

の 受 信 信 号 を 増 幅 し て 、 増 幅 後 の 受 信 信 号 を 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ に 出 力 す る 。

　 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ が 通 過 帯 域

の 中 心 周 波 数 に 設 定 さ れ て い る 。

　 こ れ に よ り 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ は 、 低 雑 音 増 幅 器 ３ に よ り 増 幅 さ れ た 受 信 信 号 に

含 ま れ て い る 所 望 波 を 通 過 さ せ る 一 方 、 通 過 帯 域 以 外 の 妨 害 波 を 減 衰 さ せ て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 こ の 実 施 の 形 態 １ で は 、 低 雑 音 増 幅 器 ３ の 後 段 に 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ を 接 続 す る だ

け で な く 、 低 雑 音 増 幅 器 ３ の 前 段 に 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ を 接 続 し て い る の で 、 ア ン テ
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ナ １ の 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 通 過 帯 域 以 外 の 妨 害 波 は 、 特 に 通 過 帯 域 の 近 傍 で 反 射 さ れ

る た め 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ に 入 力 さ れ る 妨 害 波 の 電 力 レ ベ ル が 小 さ く な る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 こ こ で 、 図 ５ は 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ の 入 力 周 波 数 と 耐 電 力 の 関 係 を 示 す グ ラ フ 図 で

あ る 。

　 イ ン ダ ク タ ２ １ と 可 変 容 量 素 子 ２ ２ の Ｌ Ｃ 共 振 器 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 可 変 帯 域 通 過

フ ィ ル タ ４ で は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 に 対 す る 耐 電 力 が 最 も 低 く 、

入 力 信 号 の 周 波 数 が 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 か ら 離 れ る ほ ど 高 く な る 。

　 上 述 し た よ う に 、 低 雑 音 増 幅 器 ３ の 前 段 に 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ が 接 続 さ れ て い る こ

と で 、 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 の 近 傍 の 妨 害 波 の 電 力 レ ベ ル が 小 さ く な る た め 、 可 変 帯 域 通

過 フ ィ ル タ ４ の 耐 電 力 は 等 価 的 に 高 く な っ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 こ の 実 施 の 形 態 １ で は 、 上 述 し た よ う に 、 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ に お け る 阻 止 帯 域 と

、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ に お け る 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 と が 、 図 示 せ ぬ 制 御 回 路 に よ っ

て 、 連 続 的 に 同 調 し て 可 変 さ れ る た め （ 例 え ば 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ に お け る 通 過 帯

域 の 中 心 周 波 数 が 可 変 さ れ る と 、 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ に お け る 阻 止 帯 域 が 可 変 さ れ て

、 通 過 帯 域 が 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ の 通 過 帯 域 に 合 さ れ る ） 、 任 意 の 周 波 数 に お い て 、

可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ の 耐 電 力 を 高 め る こ と が で き る 。

　 な お 、 図 ４ は 所 望 波 の 周 波 数 が ｆ ｃ １ と ｆ ｃ ２ で あ る 場 合 の 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ 及

び 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ の 通 過 特 性 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

　 図 ４ の 例 で は 、 ２ つ の 周 波 数 ｆ ｃ １ ， ｆ ｃ ２ の 所 望 波 を 通 過 さ せ て 、 そ れ 以 外 の 妨 害 波

を 減 衰 さ せ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 以 上 で 明 ら か な よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 １ に よ れ ば 、 ア ン テ ナ １ の 受 信 信 号 に 含 ま れ て

い る 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ を 包 含 す る 通 過 帯 域 以 外 の 帯 域 に 阻 止 帯 域 が 設 定 さ れ て 、 そ の 阻

止 帯 域 に お け る 妨 害 波 を 減 衰 さ せ る 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ が 低 雑 音 増 幅 器 ３ の 前 段 に 接

続 さ れ 、 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ が 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 に 設 定 さ れ て 、 低 雑 音 増 幅 器 ３ に よ

り 増 幅 さ れ た 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 所 望 波 を 通 過 さ せ る と と も に 、 通 過 帯 域 以 外 の 妨 害

波 を 減 衰 さ せ る 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ が 低 雑 音 増 幅 器 ３ の 後 段 に 接 続 さ れ て い る よ う に

構 成 し た の で 、 雑 音 指 数 の 大 き な 劣 化 を 招 く こ と な く 、 所 望 の 通 過 特 性 を 得 る こ と が で き

る 効 果 を 奏 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 １ で は 、 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ の 容 量 が 可 変 容 量 素 子 １ ２ ａ ，

１ ２ ｂ で 構 成 さ れ て い る も の を 示 し た が 、 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ の イ ン ダ ク タ １ １ ａ ，

１ １ ｂ が 可 変 素 子 で 構 成 さ れ て い て も よ い 。

　 こ の 場 合 、 制 御 端 子 １ ４ に 印 加 さ れ る 直 流 電 圧 が 制 御 さ れ る こ と で 、 イ ン ダ ク タ １ １ ａ

， １ １ ｂ の 値 が 調 整 さ れ て 、 阻 止 帯 域 （ 減 衰 極 ） が 可 変 さ れ る 。

　 ま た 、 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ の 容 量 と イ ン ダ ク タ の 双 方 が 可 変 素 子 で 構 成 さ れ て い て

も よ い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ の 容 量 が 可 変 容 量 素 子 ２ ２ で 構 成 さ れ て い る も の を 示 し

た が 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ の イ ン ダ ク タ ２ １ が 可 変 素 子 で 構 成 さ れ て い て も よ い 。

　 こ の 場 合 、 制 御 端 子 ２ ４ に 印 加 さ れ る 直 流 電 圧 が 制 御 さ れ る こ と で 、 イ ン ダ ク タ ２ １ の

値 が 調 整 さ れ て 、 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 が 可 変 さ れ る 。

　 ま た 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ の 容 量 と イ ン ダ ク タ の 双 方 が 可 変 素 子 で 構 成 さ れ て い て

も よ い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

実 施 の 形 態 ２ ．

　 図 ６ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に よ る 広 帯 域 受 信 回 路 の フ ィ ル タ 部 分 を 示 す 等 価 回 路 図

で あ り 、 図 ６ に お い て 、 図 １ 及 び 図 ２ と 同 一 符 号 は 同 一 ま た は 相 当 部 分 を 示 す の で 説 明 を
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省 略 す る 。

　 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ は ア ン テ ナ １ の ア ン テ ナ 端 子 １ ａ に 接 続 さ れ て お り 、 イ ン ダ ク

タ ３ １ ａ 及 び 可 変 容 量 素 子 ３ ２ ａ の 並 列 回 路 と 、 イ ン ダ ク タ ３ １ ｂ 及 び 可 変 容 量 素 子 ３ ２

ｂ の 並 列 回 路 と か ら 構 成 さ れ て い る 。 た だ し 、 イ ン ダ ク タ ３ １ ａ ， ３ １ ｂ に は Ｄ Ｃ カ ッ ト

３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ が 接 続 さ れ て 、 ２ つ の 並 列 回 路 の 間 に は Ｄ Ｃ カ ッ ト ３ ３ ｃ が 接 続 さ れ て い

る 。

　 ま た 、 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ は 抵 抗 ３ ４ ａ ， ３ ４ ｂ を 介 し て 制 御 端 子 ３ ５ と 接 続 さ れ

て お り 、 図 示 せ ぬ 制 御 回 路 に よ っ て 、 制 御 端 子 ３ ５ に 印 加 さ れ る 直 流 電 圧 が 制 御 さ れ る こ

と で 、 可 変 容 量 素 子 ３ ２ ａ ， ３ ２ ｂ の 容 量 値 が 調 整 さ れ て 、 阻 止 帯 域 （ 減 衰 極 ） が 可 変 さ

れ る （ 阻 止 帯 域 は 離 散 的 な 可 変 で は な く 、 連 続 的 に 可 変 さ れ る ） 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ は 低 雑 音 増 幅 器 ３ と 受 信 系 出 力 端 子 １ ｂ の 間 に 接 続 さ れ て お り

、 イ ン ダ ク タ ４ １ と 可 変 容 量 素 子 ４ ２ の 並 列 回 路 か ら 構 成 さ れ て い る 。 た だ し 、 イ ン ダ ク

タ ４ １ に は Ｄ Ｃ カ ッ ト ４ ３ が 接 続 さ れ て い る 。

　 ま た 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ は 抵 抗 ４ ４ を 介 し て 制 御 端 子 ４ ５ と 接 続 さ れ て お り 、 図

示 せ ぬ 制 御 回 路 に よ っ て 、 制 御 端 子 ４ ５ に 印 加 さ れ る 直 流 電 圧 が 制 御 さ れ る こ と で 、 可 変

容 量 素 子 ４ ２ の 容 量 値 が 調 整 さ れ て 、 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 が 可 変 さ れ る （ 通 過 帯 域 の 中

心 周 波 数 は 離 散 的 な 可 変 で は な く 、 連 続 的 に 可 変 さ れ る ） 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 上 記 実 施 の 形 態 １ で は 、 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ が 、 イ ン ダ ク タ １ １ ａ 及 び 可 変 容 量 素

子 １ ２ ａ の 直 列 回 路 と 、 イ ン ダ ク タ １ １ ｂ 及 び 可 変 容 量 素 子 １ ２ ｂ の 直 列 回 路 と か ら 構 成

さ れ て い る も の を 示 し た が 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ が 、 イ ン ダ ク タ

３ １ ａ 及 び 可 変 容 量 素 子 ３ ２ ａ の 並 列 回 路 と 、 イ ン ダ ク タ ３ １ ｂ 及 び 可 変 容 量 素 子 ３ ２ ｂ

の 並 列 回 路 と か ら 構 成 さ れ て い て も よ い 。

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 １ で は 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ が 、 イ ン ダ ク タ ２ １ 及 び 可 変 容

量 素 子 ２ ２ の 直 列 回 路 か ら 構 成 さ れ て い る も の を 示 し た が 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 可 変 帯 域

通 過 フ ィ ル タ ４ が 、 イ ン ダ ク タ ４ １ と 可 変 容 量 素 子 ４ ２ の 並 列 回 路 か ら 構 成 さ れ て い て も

よ い 。

　 受 信 回 路 の 動 作 自 体 は 、 上 記 実 施 の 形 態 １ と 同 様 で あ り 、 雑 音 指 数 の 大 き な 劣 化 を 招 く

こ と な く 、 所 望 の 通 過 特 性 を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 ２ で は 、 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ の 容 量 が 可 変 容 量 素 子 ３ ２ ａ ，

３ ２ ｂ で 構 成 さ れ て い る も の を 示 し た が 、 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ の イ ン ダ ク タ ３ １ ａ ，

３ １ ｂ が 可 変 素 子 で 構 成 さ れ て い て も よ い 。

　 こ の 場 合 、 制 御 端 子 ３ ５ に 印 加 さ れ る 直 流 電 圧 が 制 御 さ れ る こ と で 、 イ ン ダ ク タ ３ １ ａ

， ３ １ ｂ の 値 が 調 整 さ れ て 、 阻 止 帯 域 （ 減 衰 極 ） が 可 変 さ れ る 。

　 ま た 、 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル タ ２ の 容 量 と イ ン ダ ク タ の 双 方 が 可 変 素 子 で 構 成 さ れ て い て

も よ い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま た 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ の 容 量 が 可 変 容 量 素 子 ４ ２ で 構 成 さ れ て い る も の を 示 し

た が 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ の イ ン ダ ク タ ４ １ が 可 変 素 子 で 構 成 さ れ て い て も よ い 。

　 こ の 場 合 、 制 御 端 子 ４ ５ に 印 加 さ れ る 直 流 電 圧 が 制 御 さ れ る こ と で 、 イ ン ダ ク タ ４ １ の

値 が 調 整 さ れ て 、 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 が 可 変 さ れ る 。

　 ま た 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ の 容 量 と イ ン ダ ク タ の 双 方 が 可 変 素 子 で 構 成 さ れ て い て

も よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

実 施 の 形 態 ３ ．

　 図 ７ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に よ る 広 帯 域 受 信 回 路 の フ ィ ル タ 部 分 を 示 す 等 価 回 路 図

で あ り 、 図 ７ に お い て 、 図 ２ 及 び 図 ６ と 同 一 符 号 は 同 一 ま た は 相 当 部 分 を 示 す の で 説 明 を

省 略 す る 。
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　 可 変 高 域 通 過 フ ィ ル タ ５ ０ は ア ン テ ナ １ の 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ

よ り 低 い 周 波 数 が カ ッ ト オ フ 周 波 数 に 設 定 さ れ て お り 、 そ の カ ッ ト オ フ 周 波 数 よ り 低 い 周

波 数 の 妨 害 波 を 減 衰 さ せ る フ ィ ル タ で あ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ま た 、 可 変 高 域 通 過 フ ィ ル タ ５ ０ は ア ン テ ナ １ の ア ン テ ナ 端 子 １ ａ に 接 続 さ れ て お り 、

イ ン ダ ク タ ５ １ と 可 変 容 量 素 子 ５ ２ か ら な る は し ご 形 回 路 で 構 成 さ れ て い る 。

　 ま た 、 可 変 高 域 通 過 フ ィ ル タ ５ ０ は 抵 抗 ３ ４ ａ を 介 し て 制 御 端 子 ３ ５ と 接 続 さ れ て お り

、 図 示 せ ぬ 制 御 回 路 に よ っ て 、 制 御 端 子 ３ ５ に 印 加 さ れ る 直 流 電 圧 が 制 御 さ れ る こ と で 、

可 変 容 量 素 子 ５ ２ の 容 量 値 が 調 整 さ れ て 、 カ ッ ト オ フ 周 波 数 が 可 変 さ れ る （ カ ッ ト オ フ 周

波 数 は 離 散 的 な 可 変 で は な く 、 連 続 的 に 可 変 さ れ る ） 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 可 変 低 域 通 過 フ ィ ル タ ６ ０ は ア ン テ ナ １ の 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ

よ り 高 い 周 波 数 が カ ッ ト オ フ 周 波 数 に 設 定 さ れ て お り 、 そ の カ ッ ト オ フ 周 波 数 よ り 高 い 周

波 数 の 妨 害 波 を 減 衰 さ せ る フ ィ ル タ で あ る 。

　 ま た 、 可 変 低 域 通 過 フ ィ ル タ ６ ０ は 可 変 高 域 通 過 フ ィ ル タ ５ ０ と 低 雑 音 増 幅 器 ３ の 間 に

接 続 さ れ て 、 イ ン ダ ク タ ６ １ と 可 変 容 量 素 子 ６ ２ か ら な る は し ご 形 回 路 で 構 成 さ れ て い る

。

　 ま た 、 可 変 低 域 通 過 フ ィ ル タ ６ ０ は 抵 抗 ３ ４ ｂ を 介 し て 制 御 端 子 ３ ５ と 接 続 さ れ て お り

、 図 示 せ ぬ 制 御 回 路 に よ っ て 、 制 御 端 子 ３ ５ に 印 加 さ れ る 直 流 電 圧 が 制 御 さ れ る こ と で 、

可 変 容 量 素 子 ６ ２ の 容 量 値 が 調 整 さ れ て 、 カ ッ ト オ フ 周 波 数 が 可 変 さ れ る （ カ ッ ト オ フ 周

波 数 は 離 散 的 な 可 変 で は な く 、 連 続 的 に 可 変 さ れ る ） 。

　 な お 、 可 変 高 域 通 過 フ ィ ル タ ５ ０ 及 び 可 変 低 域 通 過 フ ィ ル タ ６ ０ の カ ッ ト オ フ 周 波 数 と

、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ に お け る 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 と は 、 図 示 せ ぬ 制 御 回 路 に よ っ

て 、 同 調 し て 可 変 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 こ こ で は 、 可 変 高 域 通 過 フ ィ ル タ ５ ０ が 可 変 低 域 通 過 フ ィ ル タ ６ ０ の 前 段 に 接 続 さ れ て

い る 例 を 示 し て い る が 、 可 変 高 域 通 過 フ ィ ル タ ５ ０ が 可 変 低 域 通 過 フ ィ ル タ ６ ０ の 後 段 に

接 続 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 次 に 動 作 に つ い て 説 明 す る 。

　 可 変 高 域 通 過 フ ィ ル タ ５ ０ は 、 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ よ り 低 い 周 波 数 が カ ッ ト オ フ 周 波 数

に 設 定 さ れ て お り 、 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ で は 低 挿 入 損 失 に な っ て い る 。

　 こ れ に よ り 、 可 変 高 域 通 過 フ ィ ル タ ５ ０ は 、 カ ッ ト オ フ 周 波 数 よ り 低 い 周 波 数 の 妨 害 波

を 減 衰 さ せ る 一 方 、 そ の カ ッ ト オ フ 周 波 数 よ り 高 い 周 波 数 ｆ ｃ の 所 望 波 を 通 過 さ せ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 可 変 低 域 通 過 フ ィ ル タ ６ ０ は 、 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ よ り 高 い 周 波 数 が カ ッ ト オ フ 周 波 数

に 設 定 さ れ て お り 、 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ で は 低 挿 入 損 失 に な っ て い る 。

　 こ れ に よ り 、 可 変 低 域 通 過 フ ィ ル タ ６ ０ は 、 カ ッ ト オ フ 周 波 数 よ り 高 い 周 波 数 の 妨 害 波

を 減 衰 さ せ る 一 方 、 そ の カ ッ ト オ フ 周 波 数 よ り 低 い 周 波 数 ｆ ｃ の 所 望 波 を 通 過 さ せ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 低 雑 音 増 幅 器 ３ は 、 可 変 高 域 通 過 フ ィ ル タ ５ ０ 及 び 可 変 低 域 通 過 フ ィ ル タ ６ ０ を 通 過 し

て き た 受 信 信 号 を 入 力 す る と 、 そ の 受 信 信 号 を 増 幅 し て 、 増 幅 後 の 受 信 信 号 を 可 変 帯 域 通

過 フ ィ ル タ ４ に 出 力 す る 。

　 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ は 、 上 記 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 、 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ が 通 過 帯

域 の 中 心 周 波 数 に 設 定 さ れ て い る 。

　 こ れ に よ り 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ は 、 低 雑 音 増 幅 器 ３ に よ り 増 幅 さ れ た 受 信 信 号 に

含 ま れ て い る 所 望 波 を 通 過 さ せ る 一 方 、 通 過 帯 域 以 外 の 妨 害 波 を 減 衰 さ せ て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 こ の 実 施 の 形 態 ３ で は 、 低 雑 音 増 幅 器 ３ の 後 段 に 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ を 接 続 す る だ

け で な く 、 低 雑 音 増 幅 器 ３ の 前 段 に 可 変 高 域 通 過 フ ィ ル タ ５ ０ 及 び 可 変 低 域 通 過 フ ィ ル タ
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６ ０ を 接 続 し て い る の で 、 可 変 高 域 通 過 フ ィ ル タ ５ ０ 及 び 可 変 低 域 通 過 フ ィ ル タ ６ ０ の 通

過 帯 域 以 外 の 妨 害 波 は 、 低 雑 音 増 幅 器 ３ に 入 力 さ れ る 前 に 減 衰 さ れ る 。

　 こ の 結 果 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ に 入 力 さ れ る 通 過 帯 域 以 外 の 妨 害 波 は 減 衰 さ れ て い

る た め 、 上 記 実 施 の 形 態 １ ， ２ と 同 様 に 、 受 信 回 路 の 耐 電 力 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ま た 、 こ の 実 施 の 形 態 ３ で は 、 上 述 し た よ う に 、 可 変 高 域 通 過 フ ィ ル タ ５ ０ 及 び 可 変 低

域 通 過 フ ィ ル タ ６ ０ の カ ッ ト オ フ 周 波 数 と 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ に お け る 通 過 帯 域 の

中 心 周 波 数 と が 、 図 示 せ ぬ 制 御 回 路 に よ っ て 、 連 続 的 に 同 調 し て 可 変 さ れ る た め （ 例 え ば

、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ に お け る 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 が 可 変 さ れ る と 、 可 変 高 域 通 過

フ ィ ル タ ５ ０ の カ ッ ト オ フ 周 波 数 が 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ よ り 高 い 周 波 数 に な ら な い よ う に

可 変 さ れ 、 ま た 、 可 変 低 域 通 過 フ ィ ル タ ６ ０ の カ ッ ト オ フ 周 波 数 が 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ よ

り 低 い 周 波 数 に な る よ う に 可 変 さ れ る ） 、 任 意 の 周 波 数 に お い て 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ

４ の 耐 電 力 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 以 上 で 明 ら か な よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 ３ に よ れ ば 、 ア ン テ ナ １ の 受 信 信 号 に 含 ま れ て

い る 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ よ り 低 い 周 波 数 が カ ッ ト オ フ 周 波 数 に 設 定 さ れ て お り 、 そ の カ ッ

ト オ フ 周 波 数 よ り 低 い 周 波 数 の 妨 害 波 を 減 衰 さ せ る 可 変 高 域 通 過 フ ィ ル タ ５ ０ と 、 ア ン テ

ナ １ の 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ よ り 高 い 周 波 数 が カ ッ ト オ フ 周 波 数 に

設 定 さ れ て お り 、 そ の カ ッ ト オ フ 周 波 数 よ り 高 い 周 波 数 の 妨 害 波 を 減 衰 さ せ る 可 変 低 域 通

過 フ ィ ル タ ６ ０ と を 低 雑 音 増 幅 器 ３ の 前 段 に 接 続 す る よ う に 構 成 し た の で 、 雑 音 指 数 の 大

き な 劣 化 を 招 く こ と な く 、 所 望 の 通 過 特 性 を 得 る こ と が で き る 効 果 を 奏 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 ３ で は 、 可 変 高 域 通 過 フ ィ ル タ ５ ０ の 容 量 が 可 変 容 量 素 子 ５ ２ で

構 成 さ れ て い る も の を 示 し た が 、 可 変 高 域 通 過 フ ィ ル タ ５ ０ の イ ン ダ ク タ ５ １ が 可 変 素 子

で 構 成 さ れ て い て も よ い 。

　 こ の 場 合 、 制 御 端 子 ３ ５ に 印 加 さ れ る 直 流 電 圧 が 制 御 さ れ る こ と で 、 イ ン ダ ク タ ５ １ の

値 が 調 整 さ れ て 、 カ ッ ト オ フ 周 波 数 が 可 変 さ れ る 。

　 ま た 、 可 変 高 域 通 過 フ ィ ル タ ５ ０ の 容 量 と イ ン ダ ク タ の 双 方 が 可 変 素 子 で 構 成 さ れ て い

て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ま た 、 こ の 実 施 の 形 態 ３ で は 、 可 変 低 域 通 過 フ ィ ル タ ６ ０ の 容 量 が 可 変 容 量 素 子 ６ ２ で

構 成 さ れ て い る も の を 示 し た が 、 可 変 低 域 通 過 フ ィ ル タ ６ ０ の イ ン ダ ク タ ６ １ が 可 変 素 子

で 構 成 さ れ て い て も よ い 。

　 こ の 場 合 、 制 御 端 子 ３ ５ に 印 加 さ れ る 直 流 電 圧 が 制 御 さ れ る こ と で 、 イ ン ダ ク タ ６ １ の

値 が 調 整 さ れ て 、 カ ッ ト オ フ 周 波 数 が 可 変 さ れ る 。

　 ま た 、 可 変 低 域 通 過 フ ィ ル タ ６ ０ の 容 量 と イ ン ダ ク タ の 双 方 が 可 変 素 子 で 構 成 さ れ て い

て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ま た 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ の 容 量 が 可 変 容 量 素 子 ２ ２ で 構 成 さ れ て い る も の を 示 し

た が 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ の イ ン ダ ク タ ２ １ が 可 変 素 子 で 構 成 さ れ て い て も よ い 。

　 こ の 場 合 、 制 御 端 子 ２ ４ に 印 加 さ れ る 直 流 電 圧 が 制 御 さ れ る こ と で 、 イ ン ダ ク タ ２ １ の

値 が 調 整 さ れ て 、 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 が 可 変 さ れ る 。

　 ま た 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ４ の 容 量 と イ ン ダ ク タ の 双 方 が 可 変 素 子 で 構 成 さ れ て い て

も よ い 。

【 ０ ０ ４ １ 】

実 施 の 形 態 ４ ．

　 図 ８ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に よ る 広 帯 域 受 信 回 路 の フ ィ ル タ 部 分 を 示 す 等 価 回 路 図

で あ り 、 図 ８ に お い て 、 図 ２ 及 び 図 ６ と 同 一 符 号 は 同 一 ま た は 相 当 部 分 を 示 す の で 説 明 を

省 略 す る 。

　 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ７ ０ は ア ン テ ナ １ の 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ
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が 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 に 設 定 さ れ て お り 、 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 所 望 波 を 通 過 さ せ て

、 通 過 帯 域 以 外 の 妨 害 波 を 減 衰 さ せ る 第 １ の 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ で あ る 。

　 ま た 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ７ ０ は ア ン テ ナ １ の ア ン テ ナ 端 子 １ ａ に 接 続 さ れ て お り 、

イ ン ダ ク タ ７ １ 及 び 可 変 容 量 素 子 ７ ２ の 直 列 回 路 か ら 構 成 さ れ て い る 。

　 ま た 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ７ ０ は 抵 抗 １ ３ を 介 し て 制 御 端 子 １ ４ と 接 続 さ れ て お り 、

図 示 せ ぬ 制 御 回 路 に よ っ て 、 制 御 端 子 １ ４ に 印 加 さ れ る 直 流 電 圧 が 制 御 さ れ る こ と で 、 可

変 容 量 素 子 ７ ２ の 容 量 値 が 調 整 さ れ て 、 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 が 可 変 さ れ る （ 通 過 帯 域 の

中 心 周 波 数 は 離 散 的 な 可 変 で は な く 、 連 続 的 に 可 変 さ れ る ） 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ８ ０ は 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ が 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 に 設 定 さ れ て

お り 、 低 雑 音 増 幅 器 ３ に よ り 増 幅 さ れ た 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 所 望 波 を 通 過 さ せ て 、 通

過 帯 域 以 外 の 妨 害 波 を 減 衰 さ せ る 第 ２ の 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ で あ る 。

　 ま た 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ８ ０ は 低 雑 音 増 幅 器 ３ と 受 信 系 出 力 端 子 １ ｂ の 間 に 接 続 さ

れ て お り 、 イ ン ダ ク タ ８ １ ａ ， ８ １ ｂ 及 び 可 変 容 量 素 子 ８ ２ ａ ， ８ ２ ｂ の 直 列 回 路 と 、 イ

ン ダ ク タ ８ １ ｃ 及 び 可 変 容 量 素 子 ８ ２ ｃ の 並 列 回 路 と か ら 構 成 さ れ て い る 。 た だ し 、 イ ン

ダ ク タ ８ １ ｃ に は Ｄ Ｃ カ ッ ト ８ ３ が 接 続 さ れ て い る 。

　 ま た 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ８ ０ は 抵 抗 ２ ３ を 介 し て 制 御 端 子 ２ ４ と 接 続 さ れ て お り 、

図 示 せ ぬ 制 御 回 路 に よ っ て 、 制 御 端 子 ２ ４ に 印 加 さ れ る 直 流 電 圧 が 制 御 さ れ る こ と で 、 可

変 容 量 素 子 ８ ２ ａ ， ８ ２ ｂ ， ８ ２ ｃ の 容 量 値 が 調 整 さ れ て 、 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 が 可 変

さ れ る （ 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 は 離 散 的 な 可 変 で は な く 、 連 続 的 に 可 変 さ れ る ） 。

　 な お 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ７ ０ に お け る 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 と 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ

ル タ ８ ０ に お け る 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 と は 、 図 示 せ ぬ 制 御 回 路 に よ っ て 、 同 調 し て 可 変

さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 次 に 動 作 に つ い て 説 明 す る 。

　 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ７ ０ は 、 ア ン テ ナ １ の 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 所 望 波 の 周 波 数 ｆ

ｃ が 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 に 設 定 さ れ て い る 。

　 こ れ に よ り 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ７ ０ は 、 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 所 望 波 を 通 過 さ せ

て 、 通 過 帯 域 以 外 の 妨 害 波 を 減 衰 さ せ て お り 、 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ で は 挿 入 損 失 が 小 さ く

な る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 低 雑 音 増 幅 器 ３ は 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ７ ０ を 通 過 し て き た 受 信 信 号 を 入 力 す る と 、

そ の 受 信 信 号 を 増 幅 し て 、 増 幅 後 の 受 信 信 号 を 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ８ ０ に 出 力 す る 。

　 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ８ ０ は 、 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ が 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 に 設 定 さ れ

て い る 。

　 こ れ に よ り 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ８ ０ は 、 低 雑 音 増 幅 器 ３ に よ り 増 幅 さ れ た 受 信 信 号

に 含 ま れ て い る 所 望 波 を 通 過 さ せ る 一 方 、 通 過 帯 域 以 外 の 妨 害 波 を 減 衰 さ せ る が 、 通 過 帯

域 以 外 の 妨 害 波 の 減 衰 量 を 大 き く す る た め に 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ７ ０ と 比 較 し て 、 所

望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ で の 挿 入 損 失 が 大 き く な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 こ の 実 施 の 形 態 ４ で は 、 低 雑 音 増 幅 器 ３ の 後 段 に 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ８ ０ を 接 続 す る

だ け で な く 、 低 雑 音 増 幅 器 ３ の 前 段 に 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ７ ０ を 接 続 し て い る の で 、 所

望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ で は 挿 入 損 失 が 小 さ く な り 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ８ ０ に 入 力 さ れ る 妨

害 波 の 電 力 レ ベ ル が 小 さ く な る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 ま た 、 こ の 実 施 の 形 態 ４ で は 、 上 述 し た よ う に 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ７ ０ に お け る 通

過 帯 域 の 中 心 周 波 数 と 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ８ ０ に お け る 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 と が 、

図 示 せ ぬ 制 御 回 路 に よ っ て 、 連 続 的 に 同 調 し て 可 変 さ れ る た め （ 例 え ば 、 可 変 帯 域 通 過 フ

ィ ル タ ８ ０ に お け る 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 が 可 変 さ れ る と 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ７ ０ に

お け る 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 が 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ８ ０ の 中 心 周 波 数 と 同 じ 値 に 可 変 さ
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れ る ） 、 任 意 の 周 波 数 に お い て 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ８ ０ の 耐 電 力 を 高 め る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 以 上 で 明 ら か な よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 ４ に よ れ ば 、 ア ン テ ナ １ の 受 信 信 号 に 含 ま れ て

い る 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ が 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 に 設 定 さ れ て お り 、 受 信 信 号 に 含 ま れ て

い る 所 望 波 を 通 過 さ せ て 、 通 過 帯 域 以 外 の 妨 害 波 を 減 衰 さ せ る 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ７ ０

が 低 雑 音 増 幅 器 ３ の 前 段 に 接 続 さ れ 、 所 望 波 の 周 波 数 ｆ ｃ が 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 に 設 定

さ れ て 、 低 雑 音 増 幅 器 ３ に よ り 増 幅 さ れ た 受 信 信 号 に 含 ま れ て い る 所 望 波 を 通 過 さ せ る と

と も に 、 通 過 帯 域 以 外 の 妨 害 波 を 減 衰 さ せ る 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ８ ０ が 低 雑 音 増 幅 器 ３

の 後 段 に 接 続 さ れ て い る よ う に 構 成 し た の で 、 雑 音 指 数 の 大 き な 劣 化 を 招 く こ と な く 、 所

望 の 通 過 特 性 を 得 る こ と が で き る 効 果 を 奏 す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 ４ で は 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ７ ０ の 容 量 が 可 変 容 量 素 子 ７ ２ で

構 成 さ れ て い る も の を 示 し た が 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ７ ０ の イ ン ダ ク タ ７ １ が 可 変 素 子

で 構 成 さ れ て い て も よ い 。

　 こ の 場 合 、 制 御 端 子 １ ４ に 印 加 さ れ る 直 流 電 圧 が 制 御 さ れ る こ と で 、 イ ン ダ ク タ ７ １ の

値 が 調 整 さ れ て 、 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 が 可 変 さ れ る 。

　 ま た 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ７ ０ の 容 量 と イ ン ダ ク タ の 双 方 が 可 変 素 子 で 構 成 さ れ て い

て も よ い 。

　 ま た 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ７ ０ が 、 イ ン ダ ク タ ７ １ と 可 変 容 量 素 子 ７ ２ の 直 列 回 路 で

構 成 さ れ て い る も の を 示 し た が 、 イ ン ダ ク タ ７ １ と 可 変 容 量 素 子 ７ ２ の 並 列 回 路 で 構 成 さ

れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 ま た 、 こ の 実 施 の 形 態 ４ で は 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ８ ０ の 容 量 が 可 変 容 量 素 子 ８ ２ ａ

， ８ ２ ｂ ， ８ ２ ｃ で 構 成 さ れ て い る も の を 示 し た が 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ８ ０ の イ ン ダ

ク タ ８ １ ａ ， ８ １ ｂ ， ８ １ ｃ が 可 変 素 子 で 構 成 さ れ て い て も よ い 。

　 こ の 場 合 、 制 御 端 子 ２ ４ に 印 加 さ れ る 直 流 電 圧 が 制 御 さ れ る こ と で 、 イ ン ダ ク タ ８ １ ａ

， ８ １ ｂ ， ８ １ ｃ の 値 が 調 整 さ れ て 、 通 過 帯 域 の 中 心 周 波 数 が 可 変 さ れ る 。

　 ま た 、 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ８ ０ の 容 量 と イ ン ダ ク タ の 双 方 が 可 変 素 子 で 構 成 さ れ て い

て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 な お 、 本 願 発 明 は そ の 発 明 の 範 囲 内 に お い て 、 各 実 施 の 形 態 の 自 由 な 組 み 合 わ せ 、 あ る

い は 各 実 施 の 形 態 の 任 意 の 構 成 要 素 の 変 形 、 も し く は 各 実 施 の 形 態 に お い て 任 意 の 構 成 要

素 の 省 略 が 可 能 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ １ 】

　 １ 　 ア ン テ ナ 、 １ ａ 　 ア ン テ ナ 端 子 、 １ ｂ 　 受 信 系 出 力 端 子 、 ２ 　 可 変 帯 域 阻 止 フ ィ ル

タ 、 ３ 　 低 雑 音 増 幅 器 、 ４ 　 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ 、 １ １ ａ ， １ １ ｂ 　 イ ン ダ ク タ 、 １ ２

ａ ， １ ２ ｂ 　 可 変 容 量 素 子 、 １ ３ 　 抵 抗 、 １ ４ 　 制 御 端 子 、 ２ １ 　 イ ン ダ ク タ 、 ２ ２ 　 可

変 容 量 素 子 、 ２ ３ ， ２ ５ 　 抵 抗 、 ２ ４ 　 制 御 端 子 、 ３ １ ａ ， ３ １ ｂ 　 イ ン ダ ク タ 、 ３ ２ ａ

， ３ ２ ｂ 　 可 変 容 量 素 子 、 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ ， ３ ３ ｃ 　 Ｄ Ｃ カ ッ ト 、 ３ ４ ａ ， ３ ４ ｂ 　 抵 抗

、 ３ ５ 　 制 御 端 子 、 ４ １ 　 イ ン ダ ク タ 、 ４ ２ 　 可 変 容 量 素 子 、 ４ ３ 　 Ｄ Ｃ カ ッ ト 、 ４ ４ ，

４ ６ ， ４ ７ 　 抵 抗 、 ４ ５ 　 制 御 端 子 、 ５ ０ 　 可 変 高 域 通 過 フ ィ ル タ 、 ５ １ 　 イ ン ダ ク タ 、

５ ２ 　 可 変 容 量 素 子 、 ６ ０ 　 可 変 低 域 通 過 フ ィ ル タ 、 ６ １ 　 イ ン ダ ク タ 、 ６ ２ 　 可 変 容 量

素 子 、 ７ ０ 　 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ （ 第 １ の 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ） 、 ７ １ 　 イ ン ダ ク タ

、 ７ ２ 　 可 変 容 量 素 子 、 ８ ０ 　 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ （ 第 ２ の 可 変 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ） 、

８ １ ａ ， ８ １ ｂ ， ８ １ ｃ 　 イ ン ダ ク タ 、 ８ ２ ａ ， ８ ２ ｂ ， ８ ２ ｃ 　 可 変 容 量 素 子 、 ８ ３ 　

Ｄ Ｃ カ ッ ト 、 ８ ４ 　 抵 抗 。
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